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支えがき

アルプス造山期の日麻追山迎動を受けた夕張山派の西代初ご隊を兌 した 夕張川の水源から石狩低

地帯1て流入する芍での地域 ををつかつた"

夕張川上 。中流域Irj地質学上、多 くの訥争をひさ おこし、炭銃閉況の目 it,.］から も古 くから研究

されて来た地域である 。 しかし、地形学的（尼仕 、田上政敏氏しこよつ ・c．さ段の河嘩段丘 と三角州的

地形 （本諭文では扇状地 としてあつかつた地形）の存在が報もさ れて＇．^ るのみでをみ o 夕張jil下

流域の弔四紀陪！てつい ては最近、石狩低地帯における 氷河性展面変．、：りにt}iする研究が、石狩低地

帝研究グ ル、ープ妬 よつて進められて ！^る。 19 6 1年紀tiCのグル--プ妃 よつて、角田遅下限よ

り、 ナウマ ン象の臼歯が発見され、．詳細な第四紀税年がぽ立 しつつ否る n

地形 ・地質の概略

夕張川は夕張山脈の西端に源 を発 し、西へ漸次流下 し、石狩低辿帯化流入するへ切米面 （第 1
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図 ）からも明白である様妬、屯北方向の夕張山脈主蜂部の軸妬厄殴平行 した数列の高地が走り 、

低池帯へとその高度を低下する n800~ 700r:1、 600"-'500m等の高地の軸は、高度を

低下するにつれ（西側へ移行する忙従い） 、南北方向か ら、次摺(C東北--・南西方向妬変るo各高

地閑には波状vc比較的高度の低い地城が分布する。

夕張川は高地間の低地埃では印空軸方向匠流下し、高地を横切る珀域では 邸方向に四ぼ直角に

流下する傾向たある 。特に低地忽に相当する地牧で殺丘発這け良好でるり 、平野部への流入地岐

で扇状地を形成す る。

地城束端の裸裔 1,1 0 0 ~ 7 0 0 m(7J襄咬な山岳地域は夕張岳変成岩よりたリ ．西へ高度を低

下す るにつれ、 白亜紀唇、古第三紀陀、新第三紀j翌へと 1直次新 し＇^ 地想が分布する n 白亜紀ー古

第三紀感の地域け Klippe 王、逆t折培、背斜、向叫等の複佐な地質構造を示 していろo特妬

中流城 （ 南大夕張一紅葉山）は典型的な夕張型f~1 曲 帯で あ り 、 多数の社対討叩1 北北西ー南南西方

向のも のである o古第三紀隅の西mrj新第三紀隊が分布 し、Ill端より西の侠池怜束縁！疋は第四紀

更新世の尚田層（註）が分布する。

註） 「夕張」 1/5万地質図では茂世五附 としている ＾ 「追分」 1/5)］地哲図 でけ 角田尼，を広

義に用Î、砂、殴、火山灰を含めてい るっ

地形

夕張jii流域の河岸段丘け最高位、 T 1、 T2、 T3、 T 4面匠分類出来る"'JI¥端以西では 'r1 

面相当期陀古扇状地が、 T3面相当期陀新扇状地が形成さ れたゥ 流城全域陀 わたつて 1,3面の空

逹が良 く、 開析を余 り受けていない為、面の保存が良いn 地形面上を被 う火山唄出物は 、支笏、

恵庭、硲前からの降下であるため、川端 より下流域では殴して虹 く、山間部の上つ中流段丘而上

では滞．い。

(a) 最高位段丘

紅菜山より上流成応祈続的陀分名 し 、 比高 70~ 7 5h~ でざ以砂 明石町で標高 3 . 0 0 ~3 4 0 

m、新清水沢で260~280m、東二番で22 0 mである。

新清水沢では 紺大砕の直径 20 Cm、平均 10 Cm前淡の砂岩、貝岩、蛇紋岩の亜円礫r盃上に徴

前火山沙を のせるo 火山灰は流失されていて 保存は良くをいが、 この段丘面上妬は支笏2限、支

笏 1J;J_1、忠庭 numice、 岱前火山砂“との せる。

(b) T 1面

南部の峡谷部と、 千島の滝か ら川端への数谷部をのぞいて全域尻分布する o比高け川端以西の
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低地部では35 ~4 Q Illである が、上～ 中流域では25,.._,3 0 m前後であるo しかし、中流成の

浩水沢一沼の沢問では 比高が高 くなり 、 35 m以上と なる。 （第 3図参照 ） 川端以西では、右

岸恨訳 T1を、左岸側！ては古扇状地を形成 した と考えるn

段丘砒は清水沢小学校付近で直径最大 23 Cm、平均 10 Cmである が、沼の沢を中心とする段

丘 の発達が良好な地域で直径最大 5D Cm、平均 15 Cmと大 きくなリ 、、産の上付近の峡谷部では

直径最大 20 Cm、平培 5虚 と急漱妬小さい価 をと る。これ らの段丘密出 とこるしてよつて茶褐色佗

汚れているが、それ匠 ど砥化が進んでいない。

清水沢小学校わきでは、段丘屁恕丹上に支笏2陪 40 (m、支笏 1圏60図、褐色ローム90 cm、

樅前火山砂 5虚を のせるo この露頃でけ、支笏2閲 と1屈の問の猜色ロ ーム、 1際の上の怠庭、

pu:nice を欠いているo かつて勝井氏に よつて、支笏2J習中の化石林は 20, Q O 0年 BPと報

告 され、 19 6 5年石狩低地帝研究会('C，しつて改測され、 32, 2 0 0 + 4. 7 D O --3, 1 0 0年 B

Pと報告されているo 従って、 T1面および最高位段丘(r:l3 2, 0 0 0年より以前に形成された事

沢たるり

(c) T 2面

川蝶よ り西の下流域、時に角田、面園を中心 とする地投に化北西ー南南東方向妃広 く分布する

この面は T1『雨へ不明瞭iて移行す るがそれより下位而と団 5m~1Om以上の段丘崖で接する。

T 2面は渚断方向の頷斜仕僅 とん どな く、椋高 50 ~7 0 m前後である。

第四紀可新世の角出思 （袂蕊の角El:il召） の上妬スコリアニ次堆秋！科、支笏 Pu.mice を混在

する silt qlay /名が、さら紅40 c況前後の reat をのせ、沙岩礫を主 とする平均直径 8~

5 c;;iの亜円～円蹂陪を数枚のせる o さらにその上部陀降下褐色 ローム、降下裕前火山砂をの せる

水平な陪理をもつ支笏 1)は11」ic0 の二次地紐臼の状想から、 32, 0 0 0年 B.P前後妬水の作用

を強 く受け、 T1面」丑o pu:ni.ce を侵蝕 しつつ形成されたか、又は水の作用の大な環境のも

と記っumicfl が除下して形成されたj_;J文c;r,．る と芸えられるa 円：」」 i,cJ,、いて、二次堆積后下の

全田四下部から石狩低地帯研究グ，レ ・ー プによつてナウマ ン災臼歯が発見されていて、．32, o o a 

年 BFと報告さ れている。的述のこと （支笏2パ位の年代測定｛直は誤差範囲が大であるので、仮に

降下が3.2, 2 0 9年BP--3, 1 0 0'平の範祖であるな らば、院下中＇，つ堆 ；積界でも る事が可能であ

るr， 'i2 面J~成時の．基年面が局所的なも、つか 、 晋送的 7: ものか似不明でもる o 従つて 、 夕張川上

中流域の地形に ど；つもぶ＇て影的 したかは今後の問恐点である＂

(d) T 3面

侠谷部をのぞいてに、流妙，全城tとわたつて 良好な発達をし、述続的陀分布する。同時期！疋川端
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第 1図 切峯面図
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第 2図 地形 分 類図
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より下流城i疋お いては左岸に新扇状地を形成 したo 段丘而の比高は 全域にわた つて 約 10 m前後

である が、上流域では幾分低めであ る。清水沢庭池一沼の沢では、急檄陀比高が逆 し、 15 ~ 2 

o lD前後 となる へ この地域でtlr 3面の横断方向の傾斜は他地域のそれ陀比べて大であるn 亜円

～亜角線から なる段丘媒屈上陀褐色 ロー ム、樽前火山砂 を03・せるo i合討ij火山砂只 T aが 4.00 0 

年 BPに降下 し、 Tdが20 0年 BP陀降下 したと言われてい る事か ら、 'T3面只 32, 2 0 lJ年

BF以降、 4.0 0 0年 B.p~ 20 0 年 DP ~ で 陀形成 された と 考えら れ ；さ ，す

(e) T 4面

清水沢一沼 の沢間、 12哩の段丘面の発逹のよ ＇^ 地竣に分布す る";!！娼 よ り下流呟匠おしへ ては

沖格面 と'r4面 との境は不明畷で む り、 T4而は 沖積面下 19て没するt閉係に あると 考えるゥ面の比

裔は 5m前後～ 8m前後である n 沼の沢付近で、平均肉の直逢 5~6しれの主 として頁岩から成る

蝶附上 陀福 色 ローム、俗前火山砂 をのせる。この樽罹J火山砂は T'.l.‘-~'rd (1_)どれ陀相当するガは

不明であ るが、 T3面上の樗前 とほぽ同時！しりのものでは たいかと 考えてしへる o i足つて、最大:4. 0 

0 0年 BPか ら最 小 20 0年 BPより 以前陀段丘化 した と考える・咋

最高位段丘～ T4酉を河床綬浙面図！て投影すろ事によつて地苔迎戸力を苺匁する と （第 5図参照）

中流峡の消水沢誕地一沼の沢（北北西ー• 南哨東 ） 胡 で、 特に 'r 1、 75而の段丘の北高が他地域

のそれ 妬比校 して大 きい r:, T 4面妬お いては、 それ何 ど潤苦でけない。さら ℃下流（恥討，ェ葉山峡

谷部で投分比高が高 くな り、 12哩｛て於ても少 し上る っ情水沢設地から沼 の沢へ 1)地域で仕、 こ

の事から北北西ー南南束方向の前l1をもつ て夕張川の左痒側が遥：ぼ し、現流路 忙近い位性で下 る巡

拉」がi佳察 される り この迎励妬よリ 、河の流路が次第（て西方へおさ れ、左岸側(r(広 く、扱断方向の

傾斜が大 きな 段丘面が形成 されたの ではなかるう力 o ［月上氏は、 この地域は 、呪内店 （頁岩 ）で

；わるため、段丘の発達が良いと 結論つけている o ．況内同Ki侵蝕陀対 して弱い と考えら れろ o しか

し、そ の分布は南部か ら紅築山 までで あ り、活るしい段丘発逹 の地域 と一投 しないので、必ず し

も地質のみが原因 とは考えられな いo 地閃樅造的1!Cけ、清水沢一沼の沢付近しrCは、東化傾斜する

袖をもつ秤斜、向斜 が数列走 るへ下河原寿男氏侭 ．につて、沼のi尺背斜 （清水沢付近 で夕痴il右淫

を辿過し、紅変山酉方で終 る＂ ）、沼の邸 ］斜 （現流路 紀近い位脳） 、 さら妬束紀平和背斜（惰

水沢股諏遠 の沢吹、西端は平和罪陪ー西へ衡上する 逆断恕ー ！て よつて限ら れてい る。） 、‘`清水

沢背斜、 祐永沢背斜筈の存在が窃告 されて い る •-, 従つ て 段丘プ ロ フ ァイ ル に お い てみ ら れた沢f水

沢一沼の灰間、紅葉山峡谷部の中闊部、 [7咆の界常 な段丘面の上昇は、背斜、向斜 の地質構造を

反彩する もので あり 、 この運動は 、第三、記に終了 した冬のではな く、段丘形成期陀 も続行 したの

では ない かと 考える 。
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地形発達史

以上の地形から次の様な発達史が考えられる。

(1)、支笏2}邑の降下以前に最高位段丘、 T 1面が形成された o 中流捜でけ背斜、向斜の選動が

続行 していた o 下流壊！ては T1面相当期妬古環状地を形成 した。

(2)、 32,2 DD年B P前後陀下流祓i-cのみ、T1面を侵袖 しつつ水の作用 を強 く受け、・注たは

水中紀支笏2庖が降下する閲係で．T2面が形成さ れた。

(3)、 その後、全流牧に T3商が形成され、中流域で秤斜、向斜の運動が続行 したo 下流城では

T 3面相当期陀祈扇状地を形成した o

(4)、 4.DD D年 BP~ 2 DD年B P陀T4而が形成され、下流城では沖枚而下妬埋没す る関係

陀ある n

今接、残された問座として、 T2面（ら形成還境を明砲陀するととを 妃、中流域の地盤．連勁を指

示す る精極的な証拠を見い出す ことが必吸であるo さらに、 夕張山脈束端の同方向ir（流下す る川

についても 、同一の湿見1)がない かどうかを確か灼る必要があろう ．..,

以上は咆者の卒裟沿文をさ とめたもので あり 、 その裕：新らしい咲科、考え万が提起されている

点 もあるかも知れな い。
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